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肝炎多発地域における発生要因調査
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　C型肝炎多発地区である木曽保健所管内N町A・H地区において，1985年から94年の10年間にわたり肝

疾患対策事業を実施した。対象は小学生以上の地区住民約1,000人である。

　事業の内容は，1次検診，精密検査，疫学調査，健康教育である。また，同町他地区を対照地区とし

1,795人の検診を実施した。結果は以下の通りであった。

1)　地区全体のHCV抗体陽性率は24.1％であった。陽性率は50歳以上で急激に上昇していた。

また対照地区での陽性率は2.3％であった。

2)　手術，輸血，鍼治療の経験率について対照地区との間に有意差は認められなかった。

3)　HCV抗体陽性者は輸血歴・鍼治療歴・肝疾患既往歴・肝機能異常あり，HBs抗体およびHBc抗体陽

性率が有意に高かった。

4)　A・H地区では肝硬変・肝癌による死亡率が年々上昇してきている。
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